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より英文著作 Representative Men of Japanとして刊行された。 
(5) 内村鑑三『代表的日本人』183ページ。 
(6) 前掲書 181ページ。 
(7) 前掲書 184ページ。 
(8) 内村鑑三「接木の理」1926年、『聖書之研究』307号、『内村鑑三全集 29』、415～419ページに収録。 
(9) 本論における聖書の引用は『新共同訳聖書』（日本聖書協会、1987年）より。 


















































(16) 前掲書 26ページ。 
(17) 同上。 

















(23) 内村鑑三「クリスマス夜話＝私の信仰の先生」1925 年、『聖書之研究』305 号、『内村鑑三全集 29』
343ページ。 
(24) 内村鑑三「小なる救済と大なる救済」1913年『聖書之研究』157号『内村鑑三全集 20』54ページ。 
(25) 内村鑑三「予が見たる二宮尊徳翁」1904年『静岡民友新聞』、『内村鑑三全集 12』235～239ページに
収録。 
(26) 前掲書 236ページ。 
(27) 内村鑑三「道徳と経済」1908年、『聖書之研究』96号、『内村鑑三全集 15』387ページ。 
(28) 内村鑑三「道徳と信用と富」1907年、『聖書之研究』96号、『内村鑑三全集 15』388ページ。 














れていることであり、例えばイザヤ書 2 章 6～11 節を引いて、「神に棄てられて国富みて兵強しと云
う。…富国強兵に神の祝福を見ずして呪詛を見る。それでこそ真の預言者である」「大審判は大繁栄の
上に落ち来る」と言っている。 
(31) 内村鑑三「武士道と基督教」1916年、『聖書之研究』186号、『内村鑑三全集 22』161ページ。 
(32) 内村鑑三「日本人の救済」1907年、『聖書之研究』91号、『内村鑑三全集 15』180ページ。 






(36) 内村鑑三「義理と人情」1922年、『聖書之研究』264号、『内村鑑三全集 27』180～181ページ。 
(37) 内村鑑三「最も貴きもの」1902年、『聖書之研究』18号、『内村鑑三全集 10』50ページ。 
(38) 内村鑑三「道徳と宗教」1902年、『聖書之研究』22号、『内村鑑三全集 10』197ページ。 
(39) 内村鑑三「道徳と信仰」1905年、『聖書之研究』62号、『内村鑑三全集 13』118ページ。 
(40) 内村鑑三「社会と道徳」1926年、『聖書之研究』317号、『内村鑑三全集 30』169ページ。 
(41) 内村鑑三「三角形として見たる福音」1912 年、『聖書之研究』143 号、『内村鑑三全集 19』134 ペー
ジ。 
(42) 前述「予が見たる二宮尊徳翁」『全集 12』236ページ。 
(43) 内村鑑三「信仰と実行」1918年、『聖書之研究』219号、『内村鑑三全集 24』329ページ。 
 
（いわの・ゆうすけ 京都大学大学院文学研究科修士課程） 
